
 

 

 

 

 

平成２４年度 

「議会と市民の対話集会」アンケート調査 

結果報告書 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２５年４月 
 

甲斐市議会 
 

「議会と市民の対話集会」受付係



◎調査の対象 

  「議会と市民の対話集会」参加者 

 

◎調査日及び調査場所 

  平成２５年２月５日（火） 竜王会場（竜王北部公民館） 

  平成２５年２月６日（水） 敷島会場（敷島総合文化会館） 

  平成２５年２月７日（木） 双葉会場（双葉ふれあい文化館） 

 

◎回答者数  ９５人 

 ○内訳 

  竜王会場  参加者 ６２人  回答者 ３９人 

  敷島会場  参加者 ４２人  回答者 ２９人 

  双葉会場  参加者 ４２人  回答者 ２７人 

   合 計   参加者 １４６人 回答者 ９５人 

 

◎集計結果の見方 

１ 調査結果の円グラフでは、構成比率（パーセント）において小数点以下を

おおむね四捨五入しています。 

２ 設問の中の複数回答を可としたものについては、回答者数が全体より多く

なっています。 
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集計結果 

 

◎ 回答者の性別 

 

「議会と市民の対話集会」の参加者 146 人のうち、95 人の方から回答をいただ

きました。 

内訳は男性が 71 人（78％）、女性が 20 人（22％）でした。（無回答 4人） 

男性が約 8割と、圧倒的に男性の方の参加者が多い結果でした。 

男性

78%：71人

女性

22%：20人

 

◎ 回答者の年代 

 

  （１）２０歳代 1 人 （２）３０歳代 2 人 （３）４０歳代 3 人  

  （４）５０歳代 17 人 （５）６０歳代以上 70 人 （無回答 2人）  

 

 回答者の年代は、60 歳以上が約 8割を占め、40 歳以下が極端に少ない結果と

なっています。 

 

２０歳代

1%：1人

３０歳代

2%：2人 ４０歳代

3%：3人

５０歳代

19%：17人

６０歳代以上

75%：70人
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◎ 回答者の職業 

 

① 会社員 12人 ② 自営業 14人 ③ 公務員 12人 ④ 主婦 10人 

⑤ 無職 37人  ⑥ その他 6人 （無回答 4人） 

 

 回答者の職業は、60歳代以上の参加が多かったことから、無職の方が4割を占

める結果となっています。 

会社員

13%：12人

自営業

15%：14人

公務員

13%：12人

主婦

11%：10人

無職

41%：37人

その他

7%：6人
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１．対話集会の開催を何で知りましたか。（複数回答） 

 

 ① 広報    53 人 ② 回覧板  28 人 ③ ホームページ 9 人  

④ 知人・友人 12 人 ⑤ 議員本人 13 人  

⑥ その他（区長への案内文、新聞） 8 人 
 

 周知方法については、広報及び回覧板で知った方が約７割を占める結果とな

っています。 

広報

43%：53人

回覧板

23%：28人

ホームページ

7%：9人

知人・友人

10%：12人

議員

11%：13人

その他

6%：8人

 

 

２．テーマ・内容について 
 

 ① 良い  35 人   ② 普通 35 人   ③ どちらでもない 13 人 

④ その他（具体的なテーマを 1 つ、次回からは具体的なテーマを等） 4 人 

（無回答 8人） 
 

今回のテーマ・内容については、約8割の方から「良い・普通」の評価をいた

だいた。 

 

良い

40%：35人

普通

40%35人

どちらでもない

15%13人

その他

5%：4人
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３．対話集会を通じて議会・議員を身近に感じられましたか。 
 

① はい  76 人 ② いいえ 6 人 ③ どちらでもない 15 人  

④ その他（継続するように、若干） 2 人  （無回答 5 人） 
 

 約 7 割の方から議会を身近に感じられたという評価をいただいた、一方、「い

いえ・どちらでもない」という回答も約 3割を占める結果となっています。 

 

はい

74%：67人

いいえ

7%：6人

どちらでもない

17%：15人

その他

2%：2人

 

 

４．今後もこのような対話集会に参加されますか。 
 

① する  74 人  ② しない 0 人  ③ どちらでもない 18 人  

④ その他（するべきだと思う） 1 人 （無回答 2人） 
  

 8 割の方が次回も参加するという回答をいただいたが、「どちらでもない」と

いう回答も 2割を占める結果となっています。 

 

する

80%：74人

しない

0%：0人

どちらでもない

19%：18人

その他

1%1人
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５．今後取り上げて欲しいテーマは。（複数回答） 

 

① 福祉 33 人   ② 教育・子育て 20 人 ③ 環境・ゴミ処理 24 人   

④ 地域活性化 59 人  ⑤ 財政全般 17 人 ⑥ その他（防災と健康、住

民税の軽減化、安全教育、防災関連等） 5 人 

 

「地域活性化」を次に取り上げてもらいたいテーマにあげている方が、約 4割

あるが、各部門とも市民の方には関心が高い結果となっています。 

 

福祉

21%：33人

教育・子育て

13%：20人

環境・ゴミ処理

15%：24人

地域活性化

37%：59人

財政全般

11%：17人

その他

3%：5人

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

年齢不詳

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
60歳代以

上
年齢不詳

福祉 0 2 2 5 23 1

教育・子育て 0 0 2 5 12 1

環境・ゴミ処理 1 1 2 0 19 1

地域活性化 0 2 2 9 43 3

財政全般 0 0 1 1 14 1

年代別

環境・ゴミ処理

福祉

福祉

福祉

福祉

福祉

教育・子育て

教育・子育て

教育・子育て

教育・子育て

地域活性化

地域活性化

地域活性化

地域活性化

地域活性化

財政全般

財政全般

財政全般

財政全般
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たくさんのご意見・ご提案をいただきました。 

いただきましたご意見、ご提案については、今後の活動の参考と

させていただきます。 

 
 

◎主な内容 

・地域活性ということを基に、竜王駅の利用活性をもっと積極的にしてもらい

たい。 

・地域ブランド（作物等）の考えも、里芋の他にトマト・さつま芋等を耳にし

ますが、里芋をもっと積極的に。 

・５０年、１００年先についての自然と地球環境、負債の問題、メンテナンス

の問題などを視野に入れた施策を 

・旧町意識の解消に努力されたい。 

・広報をよく見るように PR。市民も解ろうとする努力が必要。まつりで広報

も見ない人はアンケート知らなくて当然。 

・耳が聞こえないから電話が出来ないけど、タクシーに連絡する時 FAX が欲

しい。 

・第１回の対話集会としては、議会のしくみ説明でやむなしと考える。第２回

目からはもっと具体的なテーマ（活動している事、研修・視察文ではなく）

を１～２設定して推進願いたい。 

・次回からはテーマを絞って開催した方が良いと思う。 

・本日の審議内容を確実に具体化して欲しい。 

・今後も継続して開催して欲しい。 

・継続しての開催を。期待します。 

・住民サイドも建設的に意見や問題点を整理して考えるように動くべきと思い

ます。 

・初めての集会であるため、議会の仕組みの紹介内容は良かったと思う。 

・市の課題に対する進捗問題。 

・地方債（借金）を減らす計画とその進捗、課題。 

・地区に対話集会あると助かる（年度一度） 

・テーマ・内容について普通としたが。何回か続ける事でいろいろな意見が出

てくると思う。続ける事が大切です。出席数は関係なく続けること。 

・各会派の活動説明があり良かった。 

・次回は福祉のような議題の現状で報告をまずして欲しい。 

・この場において国についての意見はいかがなものか。反対意見を述べる場で

はないと思う。 

・現議会の構成・機能等の説明はもっと簡潔に。 
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・形だけの集会でなく実のある集会を考えて欲しい。議会の説明は読み上げる

だけで理解しにくい。来場者に資料として配布してください。 

・議会広報をもっともっと研究して面白く作ってください。又、わかりやすく

お願いします。足で稼いだ情報もよろしく。 

・議会・行政・市民一体となって今後の活動をお願いしたい。 

・とても良い会だったと思います。ふだんは議会とも無縁で、市に対しても何

も接点のない立場にいると、当然無関心になりがちですが、他の人の意見を

聞くだけでもためになると思います。これを機会に次回も参加してみようと

思うようにもなると思います。 

・手話通訳者手配をしていただき、本当にありがとうございました。甲斐市議

会の仕組み、活動がより理解できました。 

・最初の対話に参加し大変勉強になりました。今後も関心を持って参画してい

きたい。 

・常任委員会の傍聴ができることは知りませんでした。もう少しざっくばらん

に話し合いができると良いと思いました。 

・地区公民館へはいっての対話も。 

・受け身の議員活動でなく、積極的な活動を期待します。 

・２０代の方も参加してもらえるようにしていただきたい。 
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今後の課題 

 

２月の開催時期ということもあり、各地区４０人から６０人と参加者は少な

く感じた。次回開催する場合は、開催時期、開催する曜日、時間について、検

討する必要があると考えます。また、４０歳代以下の若い世代が少なかったた

め、多くの世代の方が参加できるよう工夫する必要があると考えます。 

 

周知方法については、広報等による周知が一番効果的であるという結果にな

っていますが、議員本人からの周知が少なかったので、次回は、積極的にＰＲ

する必要があると考えます。 

 

テーマについては、今回は議会のしくみについての説明はよかったという評

価をいただいているが、次回からは、テーマを絞って行った方がよいという意

見が多くあった。今後は、取り上げて欲しいテーマを中心に、テーマを設定し

て開催する必要があると考えます。 

 

今回の開催により、参加者の多くの方から議会を身近に感じてもらうことが

できた一方、2割の方が、「いいえ・どちらでもない」という回答であり、また、

次回以降の参加が「どちらでもない」という回答が 2割あるため、その理由に

ついて検討し、今後の課題とする必要があると考えます。 

 


